
平成 25年度 第 4回摂津市民図書館等協議会 要点録 

日時：平成 26年 2月 21日（金） 

午前 10時 30分～12時 

場所：摂津市役所 2階 202会議室 

    

出席委員： 5名 

欠席委員： 5名 

事 務 局： 5名 

 

案件： 1．平成 25年度第 3四半期モニタリング評価結果について 

 2．平成 26年度摂津市民図書館・摂津市立鳥飼図書センター 

   事業計画（案）報告 

3．その他 

 

1.平成 25年度第 3四半期モニタリング評価結果について 

(事務局) 平成 25 年度第 3 四半期の摂津市民図書館・鳥飼図書センターモニタ

リング評価結果について年度評価の集計報告を行った。過去の推移か

ら、同時期・同年度内において一番低い評価となっている。原因とし

て考えられるのは、事業の履行状況が大幅に点数が下がったことが挙

げられる。この点は計画に対して実際の状況の数値が下回っていた為

と思われる。 

行事の参加状況などの結果や実績の低下については真摯に受け止め、

反省し改善に努めたい。行政としても、指定管理者が頑張っている中

で数字上とはいえ結果が下がっている状況であるため、根本的に見直

して改善をしていきたい。 

 

【モニタリング評価時の記述内容についての回答】   

(事務局) ブックシャワーの利用状況について、10 月、11 月はお披露目という

形で周知が足りていない状況であったが、1月、2月は一日平均 15～

16人くらいは使用してもらっているようである。館内掲示をしたり、

「ことのは」に再掲載したりして更に周知に努めたい。 

 紫外線でインフルエンザなどの除菌効果があるので、昨今ではニーズ

が上がってきていると思う。ぜひ利用していただけたらと思う。 

 



(委 員) 鳥飼には図書センターのほかに、新鳥飼公民館の図書室があるが、そ

この本をブックシャワーに入れてもいいのか。 

 

(事務局) 今のところ想定外だが、今話を伺ったので検討していきたい。個人の

本を持ち込むのはお断りしているが、同じ市の持ち物として使用可能

となるよう検討していく。 

 

(事務局) 11 月開催の小さな命の写真展について、開催場所の案内が分かりに

くかったとのご意見があった。こちらは講演会に併せて実施というこ

とで通常の 2階展示室ではなく、講演会場である 3階の大会議室の隣

で開催した。 

 また、今後写真展などの展示は１階で実施していく予定である。 

 

(事務局) 味生公民館の図書コーナーがあまり整備されていない件については、

簡易な蔵書数で常に新しい本を入れているわけではなく、公民館間で

の蔵書を交換するという形で入れ替えることしかできていない。図書

館としての要求には応えられないのが現状である。新鳥飼公民館は図

書室として、司書を置いている。公費でもって、選書も行っているの

である程度のニーズには応えられていると思う。 

 

(委 員) 新鳥飼公民館の図書室は、とても雰囲気がよく市民図書館や鳥飼図書

センターにはない明るさがある。司書の人とのコミュニケーションと

いうか、言いやすい。分からないことも聞きやすい。図書館との違い

をとても感じる。 

 

(事務局) 新鳥飼公民館の図書室は、TRCが持つノウハウなどはないが工夫して

頑張っている。蔵書の展示の仕方も見やすい、整理整頓がされている

などのお褒めの言葉もいただく。 

 公民館についてはご意見いただいているので、図書館で実施している

リサイクルブックフェアを活用したり、いろんなやり方で本の入れ替

えや充実を図りたい。 

 

(事務局) 玄関への駐輪について、現在ポールを置いたりバーを置いたりしてい

るが、現実問題として屋根のある部分に止めて図書館と公民館を行き

来しているようだ。男性職員が寄せることはしているが、別の場所へ

の移動まではしていない。 



車いすの方などに邪魔になるので、駐輪されないようにポールと看板

を置いたり、自転車へ注意喚起のテープを付けるくらいは実施しよう

としている。ただし、テープをちぎった後のゴミ問題が出るという心

配もある。 

対処療法のようになるが、他に迷惑が掛からないように実施していき

たい。 

 

(事務局) 11 月実施の命の講演会に子どもの参加者が少なかったという指摘に

ついて、題材が「犬の殺処分を通して、命の大切さ・尊さを考えよう」

というものであり、正しく理解してもらうためにも、講師の方からの

提案で年齢制限を設けさせていただいた。そのため、市内中学校・高

校・大学には配布したが小学校には配布しなかった。ただし、PR の

部分はもう少し見直さなくてはならないと考えている。いいご意見を

いただけたらと思う。 

行政としても指定管理者がせっかく良い行事を行っているので、もっ

と人が集められるよう市内団体に声をかけるなどしていきたい。 

 

(事務局) 市民図書館 30 周年記念行事については、案件 2 で指定管理者から説

明をするが、現在実施の方向で進めている。 

映画については、指定の団体に年会費を支払い、団体が著作権者から

許可をもらった作品のリストから、上映作品を選定している。上映で

きる作品を購入するには一本だいたい１万円くらいかかる。ラインナ

ップが限られているので、その中で偏りがないようにしている。著作

権を守るという観点からも、このようなシステムで購入している。 

 

(委 員) 図書館の蔵書収集についての指針はどうなっているか。 

 

(事務局) 郷土資料などはもちろんどこの図書館も収集しているが、指定管理者

として業務を引き継ぐ際に鉄道と美術の本が多いと感じた。摂津市は

鉄道と美術に重きを置いていたのだな、と感じた為それにならう形で

購入している。 

 

(委 員) 以前に勤めていた市立図書館では、地域産業として日本酒、戎さんの

総本山があるので戎さん関係の本を、書棚に一括で集めていた。摂津

市でもふるさと摂津案内人という市民が学習している団体があるの

だから、そういう人たちを奨励するためにも「摂津の歴史」「摂津市



内にある会社の社史」「摂津市の特産物」などふるさとのことをコー

ナーでひとまとめにしてはどうか。味舌むしろなどはとてもいいもの

だったと「ふるさと摂津講座」で聞いた。調べ物をする上でも、まと

めて書架にコーナーを作るようにしてはどうか。 

電車は気づかなかったが、美術の本は確かに充実している。高価な美

術関係の本がよそでは禁帯出だが、館外貸し出しをしてもらえるのは

とてもありがたい。 

「この関係の資料は摂津市に行けば充実している」と思われるような

品ぞろえになるよう検討をしてほしい。 

 

(事務局) 現在、図書館内で市史編纂を行っているが、資料がまとまってないの

でそちらを片付けていく予定である。 

2階のレファレンス室に郷土資料の棚があるが、今後充実させていき

たいと思っている。 

 

(委 員) 機会があったらこのメンバーで書庫見学をしてみたい。 

 

【質疑応答や各委員の意見等】 

(委 員) ブックシャワーについて、私自身はあまり使おうとは思わなかったが

特にお子さんがいるお母さんなどは喜ばれると思う。これはいずれ有

料になるのか？  

 

(事務局) 3月末までは無料で使用してもらえるが、来年度以降は検討中である。 

他市では有料のところが多いので、使用状況を鑑みて決定するが有料

の方向で進めたいと思っている。 

 

(委 員) 私自身は匂いにとても敏感で、アロマの匂いがつくならいらない、と

思ってしまった。個人的な見解ではあるが、アロマの匂いをつける・

つけないの選択はできないのか。 

 

(事務局) ブックシャワー本体にアロマの瓶を入れるところがあり、たとえ瓶を

抜いてもしばらくはアロマの匂いが残る。現在、市民図書館より鳥飼

図書センターのほうがアロマの匂いを抑えている。これは、鳥飼の利

用者さんのほうがより匂いに敏感な方が多いようなので、スタッフが

調整してアロマが出る量を減らしている。 

 



(委 員) アロマの匂いも苦手なので、ブックシャワーの扉を開けるのも遠慮し

てしまう。 

 

(事務局) 匂いに関しては、現在試行中なので色々なご意見をいただきながら、

調整していこうと思っている。 

協議会でも話題に上ったが、ブックシャワー導入の一端が非常に臭い

のきつい方が使われた本に臭いが残るということで、そちらの対策と

して導入した。そのため、アロマの匂いで臭いを打ち消す、という側

面もある。現在の効果と、委員の皆様の意見を頂戴した上で今後検討

していく。 

 

(委 員) １階のカウンター前にて絵本原画展などの展示がしたいとのことだ

が、その方が皆さんに見てもらえると思う。 

 

(事務局) そのために文庫の棚の並びを変えてスペースを確保した。しかし、書

架を減らしたりはせず、レイアウトを変えただけで元と同じ数の書架

が並んでいる。常設展示はできないが、やっていると見ていただけた

らと思う。 

 

2.平成 26年度摂津市民図書館・摂津市立鳥飼図書センター事業計画（案）報告 

 

【質疑応答や各委員の意見等】 

(委 員) 大人向け講座の予定がまだ未定ということだが、どういうことを検討

しているのか。 

 

(事務局) 例えば「自分の歴史を調べる」という題材で、どのように調べていく

かなど図書館の本を使って学んでもらう。自分で調べるお手伝い、図

書館スタッフによるレファレンスを体験してもらう形になる。 

 

(委 員) 30 周年の記念事業で図書館の思い出を書いてもらうが、それらを最

終的に文集という形で図書館を通じて配布するとかも検討してもら

えないか。 

 

(事務局) テーマ展示の事もだが、年間通じたものをまとめて冊子にすることを

検討していきたい。 



(委 員) 以前に協議会で、予算がなければ来年度でも、と提案したのは若干で

も子供たちに図書券などを渡してあげられないか。全員には難しいだ

ろうから、学校司書の方に協力してもらったりして選んでもらって賞

を渡すとか。要領が決まったらまた協議会で報告してほしい。 

 

3.その他 

(事務局) 次回の協議会やモニタリング評価発送についての説明。 

 


